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この発表では：

会計が、企業年金とどのような形で多面的

にかかわっているかについて明らかにする

「企業年金と会計」にかかわる当事者はだれか

会計は退職給付をどのような枠組みでとらえて
いるか

会計は受給権とどのように関わっているか

会計は企業年金のコーポレート・ガバナンスにど
のように関連しているか
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企業年金

企業年金と会計をめぐる関係

母体企業

投資家 加入者
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企業年金

企業年金と会計をめぐる関係 ①

ー確定給付年金制度ー

投資家

加入者

投資先企業

受
給
権

コーポレート・ガバナンス

年金財政

母体企業会
計
問
題
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企業年金

母体企業

加入者

企業年金と会計をめぐる関係 ②

ー確定拠出年金制度ー

投資先企業

確定拠出
の会計

コーポレート・ガバナンス
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企業年金 加入者

企業年金と会計をめぐる関係 ③

ー企業年金と受託機関の会計ー

投資先企業
受託機関

Fiduciary 
Institutionsの
会計
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退職給付の会計の論点 ①

退職給付

退職給付会計

発生したみなし債務
（constructive obligations) -退
職給付債務-を時価でとらえる

年金資産を時価でとらえる

債務と資産の差額が母体企
業の積立不足をあらわしてい
る

発生した退職給付コストを母
体企業の業績に反映させる

母体企業
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退職給付会計

退職給付の会計の論点 ②

退職給付会計は時価会計である

退職給付会計は退職給付を一つ
の独立したプロフィットセンターとし
てとらえている

退職給付会計は金融資産・金融
負債の会計に密接に関連している
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退職給付会計の問題点 ①

退職給付コストの計算の仕組み

退職給付コストはさまざまな性格の異なる要素からなる

勤務費用

利息費用

期待運用収益

その他
退職給付コスト

損益計算書

実際運用損失実際運用損失

繰り延べ損失

オフバランス

期待運用収益
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退職給付会計の問題点 ②

繰り延べ損失
退
職
給
付
債
務

費 用

業績の過大表示

従業員の退職給付債
権の過小表示

従業員の受給権の侵
害

不正会計の温床
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わが国企業の２００２年３月期の退職給付の積立状況わが国企業の２００２年３月期の退職給付費用の状況
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わが国企業の２００２年３月期の退職給付の積立状況
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年金コスト・経営者報酬・コーポレート・ガバナンス

ーアメリカの事例ー

経営者経営者

取締役会

年金コストの会計処理

期待運用収益を高く設定→
実際には運用損失

年金コストでなく年金利益
の計上

利益の計上業績連動型経営者報酬

株主総会決議

年金利益は業績にふくめるべきか

年金基金はプロフィットセンターか、コストセンターか

株 主

年金受給者
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VERIZON社 ①

損益計算書 ２０００年12月31日、 ２００１年12月31日

純利益



15

期待運用収益

年金収益

期待運用収益率

VERIZON社 ② 年金コスト
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実
際
運
用
損
失

繰越収益

VERIZON社の年金資産と年金債務 ③
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会社分割における含み損益の処理
－退職給付会計の未認識項目の処理ー

簿価引継法における会計基準変更時差異の２つの考え方：

会計基準変更時差異を含み損として処理する方法

退職給付会計上の会計基準変更時差異の未処理額を含み損と考え、簿価純資
産を下回る範囲において一時認識する方法

会計基準変更時差異の未処理額をそのまま引き継ぐ方
法

帳簿に計上された退職給付引当金をもって公正な評価額とする方法

退職給付会計では未認識項目の遅延処理が公正な会計慣行として認められて
いるものをそのまま引き継げよいとする方法

資本充実の要請も公正な会計慣行の範囲を超えるものではないと考え
る
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受託機関 企業年金

企業年金・運用・ディスクロージャー

－イギリスのSRIをめぐって－

投資先企業

イギリス年金法改正（2000年施行）：
投資の選択・保有・売却において、
社会・環境・倫理的な考慮をどの程度
はらったのかに関するディスクロー
ジャー義務

社会・環境・
倫理的な事
象のディスク
ロージャーの
要求


